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市債

42 億 2,410 万円

(9.4%)

市税

149 億 8,091 万 6 千円

(33.4%)

地方交付税

77 億円

(17.2%)

国庫支出金

61 億 1,573 万 4 千円

(13.7%)

県支出金
34 億 8197 万 2 千円

(7.8%)

地方消費税交付金
25 億円 (5.6%)

繰入金 19 億 4,874 万
2 千円 (4.4%)

民生費

177 億 4,922 万円

(39.6%)

総務費

66 億 302 万 9 千円

(14.8%)

教育費

45 億 5,788 万 8 千円

(10.2%)

衛生費

43 億 8,877 万 9 千円

(9.8%)

公債費
42 億 7,214 万 3 千円

(9.5%)

土木費 33 億 2,105 万 9 千円
(7.4%)

消防費 19 億 2,452 万
6 千円 (4.3%)

その他 6 億 3,821 万 1 千円 (4.3%)その他 28 億 4,853 万 6 千円 (6.4%)

特別会計、 企業会計の詳細は広報紙 People ５月 1 日号を併せてご覧ください。

令和５年度当初予算 一 般 会 計 予 算 額 448 億円

一般会計の歳入 一般会計の歳出

　３月 10 日、 14 日、

15 日の３日間、 新年

委員長　藤澤  和成　　副委員長　田中　隆徳

委員　　 鈴木  一樹　　水柿　美幸　　中座  敏和　　小倉　ひと美　　小島  信一

 　　　　  増渕  愼治     尾木　恵子　　三浦 　  譲　　堀江　健一　　 秋山　恵一　

スクールバス運行事業 高齢者等買い物支援事業

2,833 万 2 千円 312 万円

予算特別委員会

　身近な商店の減少や高齢化等により、 日常生活

に必要な食料品等の購入に不便を感じている高齢

者等が居住する地域を対象に、 移動販売を行う事

業者に対して補助金を交付することで閉じこもり

予防を図る。

　令和５年４月の下館北中学校と下館中学校の統

合により、 下館中学校への通学が遠距離又は通学

に新たな負担が生じる生徒の通学時における負担

の軽減を図るため、 スクールバスを運行する。

スクールバス

注 目 の 事 業

議会がチェック！

予算特別委員会の様子

繰越金 10 億円 (2.2%)
農林水産業費

13 億 4,514 万 5 千円 (3.0%)

度の予算を審査する予算特別委員会が開かれ、 令和５年度の一般会

計、 特別会計及び企業会計を審査し、 いずれも可決されました。 また、

１７日の本会議においても原案のとおり可決されました。 選任された

委員は次のとおりです。

新
規

移動スーパー 買い物の様子
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認定こども園せきじょう整備事業 中学校プール整備事業

15 億 6,402 万 7 千円

　認定こども園せきじょうは、 内外部の損傷が著し

く、 部分的な修繕 ・ 改修では施設を安全に利用す

ることが難しくなっているため、 新園舎を整備し、

施設を利用する子供たちに快適で安心 ・ 安全な教

育 ・ 保育を提供するとともに、 保育の質の向上を

推進する。

議案等番号 件　　　　　名 内　　　　　容 結　果

報 告

第 1 号

処分事件報告について（和解に関すること及び損害賠

償の額を定めることについて）
舟生地内で起きた公用車の接触事故に伴う損害賠償 報　　告

議 案

第 １ 号
土地の取得について 宮山ふるさとふれあい公園用地として、土地を取得する 原案可決

議 案

第 ２ 号
令和４年度筑西市一般会計補正予算（第７号）

妊婦・子育て世帯に対し伴走型相談支援と妊娠届出時

５万円、出生届出時５万円の経済的支援を行う等
原案可決

議 案

第 ３ 号
令和４年度筑西市水道事業会計補正予算（第５号）

物価高騰等の影響への支援として水道基本料金減免を実

施する
原案可決

第１回臨時会　全会一致で可決した案件

第１回定例会　全会一致で可決した案件

（令和５年１月３０日開会）

（令和５年２月２２日開会）

議案等番号 件　　　　　名 内　　　　　容 結　果

報 告

第 ２ 号

処分事件報告について（工事請負契約の一部変更に

ついて）
筑西市下館庁舎解体工事に係る変更契約を締結する 報　　告

報 告

第 ３ 号

処分事件報告について（和解に関すること及び損害

賠償の額を定めることについて）

下館駅前駐車場内で起きた公用車の接触事故に伴う損害

賠償
報　　告

報 告

第 ４ 号

処分事件報告について（令和４年度筑西市一般会計

補正予算（第８号））

訴訟提起された損害賠償請求事件において、第１審判決

を不服とする同事業者から控訴されたため、控訴審に係

る対応について、第１審に引続き、市顧問弁護士事務所

に委任する

承　　認

議 案

第 ４ 号

～

第 ６ 号

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについ

て
人権擁護委員３名の推薦 推薦に同意

議 案

第 7 号
筑西市建設計画の変更について

東日本大震災による特定被災地方公共団体等に係る合併

特例債の発行可能期間を延長する特例措置がさらに５年

間延長されたことに伴い、この特例措置を受けるため、

計画を変更する

原案可決

議 案

第 ８ 号
令和４年度筑西市一般会計補正予算（第９号）

旧市民病院解体工事においてインフラ切回し及びレント

ゲン等移設工事が半導体不足により工期が延びたため、

全体的な事業期間が後ろ倒しとなった。安定した工事期

間を確保するため、継続費を令和6年度まで延長し、そ

れに伴う予算の年割額を変更する

原案可決

令和 4 年度～令和 6 年度総事業費 令和 3 年度～令和 6 年度総事業費

6 億 7,527 万 7 千円

　小中学校のプールは、 建築後 40 年以上が経過

し、 老朽化している状況であり、 大規模な改修又は、

改築の時期になっている。 老朽化した下館南中学

校のプールを改築し、 下館南中学校プールを拠点

校として、 同中学校区の小学校との共同利用を行

い、 教育環境の充実とプールの集約化を図る。

3 筑西市議会だより № 77 R5.5.10

予算特別委員会 ・議決一覧表



議案等番号 件　　　　　名 内　　　　　容 結　果

議 案

第 ９ 号

令和４年度筑西市国民健康保険特別会計補正予算

（第４号）

一般会計からの法定繰り出しに伴い、歳入予算内訳を調

整する
原案可決

議 案

第 1 0 号

令和４年度筑西市後期高齢者医療特別会計補正予算

（第３号）

後期高齢医療保険の被保険者数の増加に伴い、保険料の

収入も増加することによる
原案可決

議 案

第 1 1 号

令和４年度筑西市介護保険特別会計補正予算（第４

号）

国からの交付決定に伴い、地域支援事業等の保険料負担

分に充当する事で発生することで発生する保険金の余剰

金を積み立てる

原案可決

議 案

第 1 2 号
筑西市附属機関に関する条例の一部改正について

男女共同参画推進協議会の規定を加え、青少年センター

運営協議会の規定を削るため、条例を改正する
原案可決

議 案

第 1 3 号

筑西市個人情報の保護に関する法律施行条例の制定

について

個人情報の保護に関する法律の一部改正に伴い、条例を

制定するとともに現行の条例を廃止するほか、関係する

２本の条例を改正する

原案可決

議 案

第 1 4 号
筑西市税条例等の一部改正について

市税等に係る滞納金の督促手数料を廃止するため、筑西

市税条例ほか９本の条例を改正する
原案可決

議 案

第 1 6 号

筑西市高齢者在宅生活支援事業実施条例の廃止につ

いて

高齢者在宅生活支援事業を廃止するため、条例を廃止す

る
原案可決

議 案

第 1 7 号
筑西市国民健康保険条例の一部改正について

健康保険法施行令の改正に伴い、出産育児一時金の支給

額を増額するため、条例を改正する
原案可決

議 案

第 1 8 号

筑西市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業

の運営に関する基準を定める条例の一部改正につい

て

特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並びに特定

子ども・子育て支援施設等の運営に関する基準の改正に

伴い、懲戒に係る権限の濫用禁止の規定を削除するため、

条例を改正する

原案可決

議 案

第 1 9 号

筑西市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基

準を定める条例の一部改正について

家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準の改正に

伴い、所要の改正をするため、条例を改正する
原案可決

議 案

第 2 0 号

筑西市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関

する基準を定める条例の一部改正について

放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準の

改正に伴い、業務継続計画の策定等に係る規定を整備す

るほか所要の改正をするため、条例を改正する

原案可決

議 案

第 2 1 号
筑西市立認定こども園条例の一部改正について

認定こども園せきじょう整備工事に伴い、同園の位置を

変更するため、条例を改正する
原案可決

議 案

第 2 2 号
筑西市営住宅条例の一部改正について 玉戸山ヶ島市営住宅を廃止するため、条例を改正する 原案可決

議 案

第 2 3 号
筑西市立公民館条例の一部改正について

河内公民館及び黒子公民館を廃止するため、条例を改正

する
原案可決

議 案

第 2 4 号
筑西市立体育館条例の一部改正について 関城体育センターを廃止するため、条例を改正する 原案可決

議 案

第 2 6 号
令和５年度筑西市国民健康保険特別会計予算

令和５年度当初予算として112億6,599万5千円を定め

る
原案可決

議 案

第 2 7 号
令和５年度筑西市後期高齢者医療特別会計予算 令和５年度当初予算として26億9,508万5千円を定める 原案可決

議 案

第 2 8 号
令和５年度筑西市介護保険特別会計予算 令和５年度当初予算として93億7,269万5千円を定める 原案可決

議 案

第 2 9 号
令和５年度筑西市介護サービス事業特別会計予算 令和５年度当初予算として220万円を定める 原案可決

議 案

第 3 0 号
令和５年度筑西市病院事業債管理特別会計予算 令和５年度当初予算として4億9,985万5千円を定める 原案可決

議 案

第 3 1 号
令和５年度筑西市水道事業会計予算 令和５年度当初予算として38億3,686万1千円を定める 原案可決

議 案

第 3 2 号
令和５年度筑西市下水道事業会計予算 令和５年度当初予算として33億5,671万7千円を定める 原案可決

議 案

第 3 3 号
令和５年度筑西市農業集落排水事業会計予算 令和５年度当初予算として13億3,483万6千円を定める 原案可決

第１回定例会　全会一致で可決した案件 （令和５年２月２２日開会）
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議案等番号 件　　　　　名 内　　　　　容 結　果

議 案

第 3 4 号
工事請負契約の締結について 

筑西市立下館南中学校プール改築工事（建築）の請負契

約を締結する
原案可決

議 案

第 3 5 号

筑西市国民健康保険税条例及び筑西市介護保険条例の

一部改正について

新型コロナウイルス感染症の影響により収入の減少が見

込まれる場合における減免措置について、減免の対象を

令和５年５月分までとするため、条例改正する

原案可決

議 案

第 3 6 号
副市長の選任につき同意を求めることについて 副市長の選任について、議会の同意を求める 原案同意

議 案

第 3 7 号
財産の取得について

小学校入学児童ランドセル（令和６年４月入学児童分）

を購入する
原案可決

議員提出議案

第 １ 号
筑西市議会基本条例の一部改正について タブレット端末を積極的に活用するため条例を改正する 原案可決

議員提出議案

第 ２ 号
筑西市議会委員会条例の一部改正について

非常事態の際に、オンライン会議等を活用し議会活動の

継続を図るため、条例を改正する
原案可決

議員提出議案

第 ３ 号

筑西市議会の個人情報の保護に関する条例の制定につ

いて

議会は改正個人情報保護法の適用除外となったため、引

き続き議会における個人情報の保護制度を規律するため、

条例を制定する

原案可決

議案等 結　果

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24
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赤
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正
德

議 案 第 91 号

（ 修 正 案 ）
可 　 　 決 ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

議 案 第 91 号

（ 修 正 部 分 を

除 く 原 案 ）

可 　 　 決 ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

議 案 第 25 号 原 案 可 決 ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○
議 案 第 38 号 原 案 可 決 ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
請 願 第 4 号

（R4 継 続 審 査 ）
不 採 択 × × ○ × ○ ○ × × × × × ○ ○ ○ ○ × × ○ × ○ ○ × ○

請 願 第 1 号 採 択 × ○ ○ × ○ ○ ○ × × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議 員 提 出

議 案 第 4 号
原 案 可 決 × ○ ○ × ○ ○ ○ × × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

〇＝賛成、×＝反対　14 番津田議員は、議長のため採決には加わりません。�

■議案第 91 号： 筑西市スクールバスの運行に関する条例の制定について

　下館中学校と下館北中学校の統合に伴い、遠距離通学を行う生徒の負担軽減を図るため、必要な事項を定めることについて、条例を制定す

るもの　※詳細は７ページをご覧ください

■議案第 25 号：令和 5 年度筑西市一般会計予算

　令和 5 年度当初予算として 448 億円を定めるもの

■議案第 38 号： 令和４年度筑西市一般会計補正予算（第 10 号）

　旧筑西市民病院敷地において、土壌汚染対策法で定める特定有害物質が検出されたことから、未調査部分の自主検査を実施するもの

■請願第 4 号： 消費税インボイス制度の実施中止を求める意見書を国に提出することを求める請願　

　消費税インボイス制度の実施を中止することを求める意見書を国へ提出することを求めるもの

■請願第 1 号： 「最低賃金の大幅引き上げと中小企業支援策の拡充を求める意見書」採択の請願

　政府は、全国一律最低賃金制度を確立し、地域格差を縮小させるための施策を進めること等を求めるもの

■議員提出議案第 4 号： 最低賃金の大幅引き上げと中小企業支援策の拡充を求める意見書（案）の提出について

　政府は、全国一律最低賃金制度を確立し、地域格差を縮小させるための施策を進める事等に係る意見書を国に提出するもの

第 1回臨時会 ・定例会　賛否が分かれた案件

議案等番号 件　　　　　名 内　　　　　容 結　果

議 案

第 1 5 号

筑西市避難行動要支援者名簿情報の提供等に関する条

例の一部改正について

避難行動要支援者に係る名簿情報の提供を受けた者の順

守事項その他所要の改正を行うため、条例を改正するも

の　※詳細は7ページをご覧ください

否　　決

第１回定例会　全会一致で否決した案件 （令和５年２月２２日開会）
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■
議
案
第
７
号
■

筑
西
市
建
設
計
画
の
変
更
に
つ
い
て

■
議
案
第
15
号
■

筑
西
市
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
情
報

の
提
供
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

管
理
が
で
き
る
場
所
と
し
て
い
る
。

問�

「
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
」
の
解
釈

に
つ
い
て
、
担
当
者
が
変
わ
る
と
解

釈
が
変
わ
り
、
緩
和
と
な
る
こ
と
は

な
い
か
。
保
管
者
へ
の
説
明
は
ど
う

し
て
い
る
の
か
。

答�

ど
こ
に
で
も
置
け
る
と
い
う
も
の
で

は
な
く
、
厳
重
な
管
理
に
つ
い
て
お

願
い
し
て
い
る
。

問�

条
例
改
正
を
す
る
理
由
は
。

答�

条
例
と
避
難
行
動
要
支
援
者
避
難
支

援
計
画
に
お
い
て
表
現
の
違
い
が
あ

り
、
計
画
に
趣
旨
を
合
わ
せ
る
た
め
。

問�
「
施
錠
可
能
な
場
所
へ
の
保
管
そ
の

他
の
方
法
に
よ
り
厳
重
に
保
管
」
と

す
る
こ
と
で
、
保
管
条
件
の
緩
和
と

な
っ
て
い
な
い
か
。

答
金
庫
の
よ
う
な
も
の
の
ほ
か
、
鍵
の

　

�

か
か
る
机
の
引
き
出
し
等
、
厳
重
に

　

３
月
７
日
に
開
催
さ
れ
た
総
務
企
画

委
員
会
で
は
、
請
願
１
件
、
議
案
５
件

（
市
建
設
計
画
議
案
１
件
、
条
例
議
案

３
件
、
補
正
予
算
議
案
１
件
）
に
つ
い

て
審
議
し
、
請
願
第
４
号
に
つ
い
て
は

不
採
択
、
そ
の
他
全
て
は
原
案
の
と
お

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

◎
藤
澤　

和
成　

〇
田
中　

隆
徳

　

石
嶋　
　

巌　
　

小
倉
ひ
と
美

　

増
渕　

慎
治　
　

尾
木　

恵
子

　

堀
江　

健
一　
　

榎
戸
甲
子
夫

　
　
　

◎
委
員
長　

〇
副
委
員
長

　
３
月
９
日
に
開
催
さ
れ
た
福
祉
文
教

委
員
会
で
は
、
議
案
17
件
（
補
正
予
算

議
案
４
件
、
条
例
議
案
12
件
、
契
約
議

案
１
件
）
に
つ
い
て
審
議
し
、
議
案
第

15
号
に
つ
い
て
は
否
決
、
そ
の
他
全
て

は
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

◎
三
澤　

隆
一　

〇
鈴
木　

一
樹

　

水
柿　

美
幸　
　

津
田　
　

修

　

真
次　

洋
行　
　

仁
平　

正
巳

　

三
浦　
　

譲　
　

箱
守　

茂
樹

　
　
　

◎
委
員
長　

〇
副
委
員
長

総
務
企
画
委
員
会

福
祉
文
教
委
員
会

問�

令
和
11
年
度
ま
で
合
併
特
例
債
の
発

行
期
間
が
延
長
さ
れ
た
が
、
新
規
事

業
等
及
び
起
債
予
定
額
は
。

答
令
和
５
年
度
以
降
の
新
規
事
業
に
つ

　

�

い
て
は
「
道
の
駅
西
側
拡
張
整
備
事

業
」
に
活
用
す
る
予
定
で
あ
り
、
起

債
予
定
額
は
未
定
。

■
議
案
第
８
号
■

令
和
４
年
度
筑
西
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
９
号
）

◇
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金

問�

効
果
的
な
営
業
活
動
の
内
容
は
。

答�

市
長
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
も
含
め
、

職
員
が
対
面
で
営
業
活
動
を
行
う
こ

と
に
よ
り
、
寄
附
に
つ
な
が
っ
た
。

問
売
却
収
入
の
増
減
は
。

答
令
和
元
年
度
か
ら
令
和
３
年
度
は
ほ

ぼ
横
ば
い
で
あ
り
、
令
和
４
年
度
は

缶
類
と
古
紙
類
が
増
額
。

■
請
願
第
４
号
■

消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
実
施
中
止

を
求
め
る
意
見
書
を
国
に
提
出
す
る
こ

と
を
求
め
る
請
願
（
継
続
審
査
）

●
税
の
負
担
は
す
べ
て
公
平
で
あ
る
べ

　

�

き
。
公
平
に
税
を
負
担
す
る
制
度
が

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
で
あ
る
。

●
個
人
事
業
主
の
人
た
ち
も
開
始
時
期

　

�

に
向
け
準
備
し
て
お
り
、
廃
止
と
な

る
と
混
乱
が
起
き
る
。

●
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
よ
り
、
取
引
を

　

�

中
止
す
る
事
例
が
出
た
場
合
、
個
人

事
業
主
に
対
し
て
、
救
済
措
置
を
行

う
べ
き
で
あ
る
。
今
後
の
状
況
を
判

断
し
な
が
ら
対
応
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
。

◇
委
員
か
ら
の
主
な
意
見

常任委員会審査　

■
議
案
第
34
号
■

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

問
下
館
南
中
学
校
の
プ
ー
ル
建
設
の
電

　

気
、
空
調
等
を
含
め
た
総
工
費
は
。

答
６
億
２
，
３
９
６
万
４
千
円
。

問
建
設
済
み
の
他
中
学
校
と
の
工
事
費

　

�

に
差
が
あ
る
が
、
建
設
資
材
の
高
騰

に
よ
る
も
の
か
。

答
プ
ー
ル
で
使
用
す
る
ス
テ
ン
レ
ス
等

　

の
高
騰
に
よ
る
も
の
。

問
今
後
、
高
騰
に
よ
る
追
加
費
用
は
か

　

か
ら
な
い
の
か
。

答
契
約
後
は
直
ち
に
建
築
資
材
を
発
注
、

　

�

調
達
し
て
工
事
を
進
め
る
よ
う
指
導

し
て
い
き
た
い
。

◇
資
源
物
売
却
収
入
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■
議
案
第
91
号
■

筑
西
市
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
に
関

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

修
正
案
を
可
決

　

継
続
審
査
と
な
っ
た
下
館
中
学
校

と
下
館
北
中
学
校
の
統
合
に
伴
う
ス

ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
に
関
す
る
条
例

に
つ
い
て
、
福
祉
文
教
委
員
会
閉
会

中
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
保
護
者
負

担
金
は
無
料
と
す
べ
き
と
の
意
見
も

あ
り
ま
し
た
が
、
４
月
か
ら
運
行
開

始
と
す
る
た
め
、
委
員
か
ら
修
正
案

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
委
員
会
で
可

決
、
そ
の
後
令
和
５
年
第
１
回
臨
時

会
で
修
正
案
と
修
正
部
分
を
除
く
原

案
が
可
決
と
な
り
ま
し
た
。

■
請
願
第
１
号
■

「
最
低
賃
金
の
大
幅
引
き
上
げ
と
中
小

企
業
支
援
策
の
拡
充
を
求
め
る
意
見

書
」
採
択
の
請
願

特

集

◎
中
座　

敏
和   

〇
稲
川　

新
二

　

國
府
田
喜
久
男　
　

保
坂　

直
樹 

　

小
島　

信
一　
　

大
嶋　
　

茂

　

秋
山　

恵
一　
　

赤
城　

正
德

　
　
　

◎
委
員
長　

〇
副
委
員
長

　

３
月
８
日
に
開
催
さ
れ
た
経
済
土
木

委
員
会
で
は
、
請
願
１
件
、
議
案
３
件

（
条
例
議
案
２
件
、
補
正
予
算
議
案
１

件
）
に
つ
い
て
審
議
し
、
全
て
原
案
の

と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

経
済
土
木
委
員
会

問�

玉
戸
山
ヶ
島
市
営
住
宅
の
現
況
は
。

答�

入
居
者
は
全
員
退
去
し
て
い
る
。
解

体
は
令
和
５
年
度
に
行
い
、
住
宅
を

囲
う
フ
ェ
ン
ス
、
住
宅
内
の
道
路
、

駐
車
場
等
を
す
べ
て
解
体
し
、
更
地

に
戻
す
計
画
。

◇
県
営
か
ん
が
い
排
水
事
業

問�

首
都
圏
以
外
の
都
道
府
県
の
最
低
賃

金
の
状
況
は
。

答
千
葉
県
や
埼
玉
県
、
愛
知
県
な
ど
で

　

は
、
９
８
０
円
を
超
え
る
状
況
と
な
っ

　

て
い
る
。
茨
城
県
は
９
１
１
円
。

■
議
案
第
８
号
■

令
和
４
年
度
筑
西
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
９
号
）

◇
玉
戸
・
一
本
松
線
整
備
事
業

問�

全
体
的
に
進
捗
が
遅
れ
て
い
る
理
由

は
。

答�

関
係
機
関
と
の
交
渉
や
協
議
調
整
な

ど
が
遅
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
用

地
取
得
に
時
間
を
要
し
て
い
る
こ
と

や
物
価
高
騰
が
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

常任委員会審査 ・特集

①
通
学
距
離
に
関
ら
ず
、
希
望
者
全

　

�

員
が
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
利
用
で
き

る
よ
う
に
し
た
こ
と
。

②
保
護
者
負
担
金
を
滞
納
し
た
場
合

　

�
に
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
利
用
で
き
な

い
こ
と
が
な
い
よ
う
に
し
た
こ
と
。

③
実
際
に
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
運
行
し

　

�

た
上
で
、
１
年
後
を
目
途
に
再
検

討
を
行
う
こ
と
。

修
正
案
の
ポ
イ
ン
ト

■
議
案
第
22
号
■

筑
西
市
営
住
宅
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

問�

ど
こ
で
実
施
し
て
い
る
の
か
。

答
場
所
は
結
城
市
の
武
井
支
線
と
古
河

　

市
の
山
田
支
線
。
霞
ヶ
浦
用
水
土
地

　

改
良
区
が
工
事
を
実
施
し
て
い
る
。

　

昭
和
54
年
に
事
業
が
始
ま
り
、
大
き

　

い
路
線
は
終
わ
っ
て
い
る
が
、
そ
の

　

末
端
の
圃
場
に
供
給
す
る
箇
所
に
つ

　

い
て
工
事
を
行
っ
て
い
る
。　

　

令
和
５
年
第
１
回
定
例
会
に
お
い

て
、
否
決
と
な
り
ま
し
た
。
福
祉
文

教
委
員
会
審
査
に
お
け
る
各
委
員
か

ら
の
意
見
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

■
議
案
第
15
号
■

筑
西
市
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
情

報
の
提
供
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

●
厳
重
な
名
簿
の
管
理
と
非
常
時
の

　

�

備
え
を
両
立
す
る
こ
と
の
難
し
さ

は
あ
る
が
、
保
管
の
状
況
確
認
が

徹
底
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
あ
り
、

「
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
」
と
い
う

文
言
を
見
る
限
り
、
緩
和
に
見
え

る
。

●
具
体
的
な
保
管
方
法
を
示
し
て
は

　

ど
う
か
。

●
「
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
」
が
曖

　

�

昧
と
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と

が
必
要
。

●
名
簿
を
保
管
す
る
人
の
主
観
的
な

　

�

判
断
に
よ
っ
て
解
釈
が
変
わ
っ
て

し
ま
う
の
で
は
な
い
か
。

◇
委
員
か
ら
の
主
な
意
見

原
案
を
否
決
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議案質疑 ・一般質問　

　
第
１
回
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
議
案

に
対
す
る
質
疑
と
回
答
の
主
な
も
の
は

次
の
と
お
り
で
す
。

　

議

案

質

疑

問
第
７
条
２
の
第
２
項
、
安
全
計
画
の

周
知
及
び
研
修
に
つ
い
て
、
職
員
に

対
す
る
研
修
及
び
訓
練
と
は
ど
の
よ

う
な
内
容
な
の
か
。

答
職
員
に
対
す
る
研
修
及
び
訓
練
と
は
、

　

�

遠
足
な
ど
園
外
に
お
け
る
活
動
を
行

う
場
合
の
職
員
の
体
制
、
そ
し
て
そ

れ
ぞ
れ
の
役
割
分
担
に
つ
い
て
で
あ

る
。
ま
た
、
そ
の
時
点
で
緊
急
事
態

が
発
生
し
た
場
合
の
連
絡
方
法
や
救

急
救
命
を
学
び
、
事
故
発
生
時
の
対

応
に
関
す
る
実
践
的
な
訓
練
を
行
う

も
の
で
あ
る
。

問
財
政
調
整
基
金
の
繰
入
金
の
総
額
は

　

�

幾
ら
に
な
る
の
か
。
ま
た
、
残
高
は

ど
の
く
ら
い
に
な
る
の
か
。

答
繰
入
総
額
は
４
億
３
０
４
万
円
。
財

　

�

政
調
整
基
金
の
現
在
高
に
つ
い
て
は
、

約
51
億
７
，
０
０
０
万
円
と
な
る
見

込
み
。

◆
議
案
第
８
号
◆

令
和
４
年
度
筑
西
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
９
号
）

問
庁
舎
建
設
事
業
基
金
は
ど
の
よ
う
な

　

�

場
合
に
積
立
て
が
で
き
る
か
の
規
定

は
あ
る
の
か
。

答
将
来
必
ず
必
要
と
な
る
庁
舎
建
設
に

　

�

係
る
費
用
に
つ
い
て
、
将
来
の
世
代

に
の
み
押
し
つ
け
る
の
で
は
な
く
、

今
の
世
代
か
ら
広
く
負
担
を
い
た
だ

き
、
可
能
な
限
り
現
在
の
子
供
た
ち

に
負
担
を
残
さ
な
い
よ
う
に
す
る
、

少
な
い
負
担
で
済
む
よ
う
に
す
る
と

い
う
こ
と
が
基
金
創
設
の
趣
旨
で
あ

る
。
積
立
て
の
ル
ー
ル
に
つ
い
て
は

明
文
化
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
の
が

◆
議
案
第
19
号
◆

筑
西
市
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及

び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

【
議
員
】

茨
城
県
西
部
メ
デ
ィ
カ

ル
セ
ン
タ
ー
に
脳
脊
髄

液
減
少
症
専
門
の
診
療

科
を
つ
く
れ
な
い
か
。

【
保
健
福
祉
部
長
】

確
定
診
断
に
は
放
射
性

同
位
元
素
検
査
が
必
要

と
な
り
、
検
査
設
備
の

整
備
や
治
療
を
行
う
た

め
の
施
設
基
準
の
要
件

等
を
考
慮
す
る
と
、
専

門
診
療
科
の
設
置
は
難

し
い
。
診
療
可
能
な
医

療
機
関
と
、
さ
ら
な
る

連
携
が
取
れ
る
よ
う
協

力
し
て
い
く
。

【
議
員
】

県
と
連
携
し
、
脳
脊
髄

液
減
少
症
の
診
療
、
ブ

ラ
ッ
ド
パ
ッ
チ
な
ど
の

治
療
が
行
え
る
診
療
科

の
設
置
を
目
指
せ
な
い

か
。

【
保
健
福
祉
部
長
】

�

茨
城
県
西
部
医
療
機
構

と
打
合
せ
を
重
ね
、
地

域
の
方
の
健
康
の
向
上

に
つ
な
げ
た
い
。

【
議
員
】

脳
脊
髄
液
減
少
症
の
認

知
度
が
低
い
こ
と
か
ら
、

広
報
紙
で
の
特
集
、
講

演
会
の
開
催
、
医
療
機

関
に
脳
脊
髄
液
減
少
症

の
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
す

る
な
ど
の
周
知
方
法
は

ど
う
か
。

【
保
健
福
祉
部
長
】

広
報
紙
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
の
周
知
方

法
に
つ
い
て
は
、
地
元

医
師
会
の
意
見
を
参
考

に
進
め
た
い
。
ま
た
、

講
演
会
は
茨
城
県
西
部

医
療
機
構
と
対
応
を
進

め
た
い
。
各
医
療
機
関

へ
の
掲
示
に
つ
い
て
は
、

地
元
医
師
会
の
先
生
方

の
意
見
等
を
伺
い
な
が

ら
進
め
た
い
。

■
他
の
質
問
■

▼
ア
ル
テ
リ
オ
及
び
中
央
図

　

書
館
東
側
広
場
の
活
用

▼
学
校
給
食
の
オ
ー
ガ
ニ
ッ

　

ク
化

▼
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

▼
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

Ｑ

Ａ

茨城県西部メディカルセンターに
脳脊髄液減少症専門の診療科を！
診療科の設置は難しいが診療可能な医療機関との
更なる連携がとれるよう協力する

小倉議員

現
状
だ
が
、
そ
の
時
点
、
時
点
の
財

政
状
況
を
十
分
に
勘
案
し
、
次
年
度

の
予
算
編
成
等
を
見
据
え
て
、
目
標

年
次
ま
で
に
目
標
額
を
積
み
立
て
す

る
と
い
っ
た
大
き
な
ル
ー
ル
に
基
づ

き
、
将
来
に
わ
た
る
市
民
の
負
担
の

軽
減
、
平
準
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
。
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【
議
員
】

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
は

費
用
が
非
常
に
高
い
と

聞
い
て
い
る
。
本
市
に

お
い
て
、
接
種
費
用
の

助
成
が
で
き
な
い
か
。

【
保
健
福
祉
部
長
】

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
に

つ
い
て
は
、
高
い
予
防

効
果
が
得
ら
れ
る
一
方
、

接
種
費
用
も
高
額
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。

ま
た
、
帯
状
疱
疹
発
症

者
の
増
加
に
伴
い
、
接

種
希
望
者
が
増
え
始
め

て
い
る
状
況
も
把
握
し

て
い
る
。
こ
れ
ら
を
受

け
、
令
和
５
年
度
予
算

案
に
、
接
種
費
用
の
一

部
を
助
成
す
る
費
用
を

計
上
し
て
い
る
。

【
議
員
】

県
内
初
の
取
組
と
い
う

こ
と
で
よ
い
の
か
。

【
保
健
福
祉
部
長
】

県
内
初
の
取
組
で
あ
る
。

不
活
化
ワ
ク
チ
ン
と
生

ワ
ク
チ
ン
を
利
用
し
た

場
合
が
あ
り
、
50
歳
以

上
の
市
民
が
対
象
。
申

請
方
法
は
、
医
療
機
関

に
受
領
委
任
と
い
う
形

を
取
る
予
定
で
、
な
る

べ
く
接
種
す
る
方
の
負

担
を
減
ら
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

【
議
員
】

ぜ
ひ
、
県
内
初
と
い
う

こ
と
で
、
様
々
な
形
で

情
報
を
市
民
に
提
供
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思

う
が
ど
う
か
。

【
保
健
福
祉
部
長
】

チ
ラ
シ
の
全
戸
配
布
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
等
で
お
知
ら
せ
す

る
こ
と
で
周
知
に
努
め

て
い
き
た
い
。

■
他
の
質
問
■

▼�

学
校
給
食
費
の
無
償
化

▼�

学
校
図
書
費
の
予
算

▼�

デ
ジ
タ
ル
社
会

▼�

教
育
行
政

Ｑ

Ａ

帯状疱疹ワクチンの
接種費用の助成を！

新年度予算案に計上しており、県内初の取組となる

【
議
員
】

不
登
校
は
、
児
童
・
生

徒
は
も
ち
ろ
ん
保
護
者

の
心
労
が
非
常
に
大
き

い
。
不
登
校
の
定
義
と

現
在
の
不
登
校
児
童
・

生
徒
数
は
。

【
教
育
長
】

年
間
30
日
以
上
欠
席
し

た
者
の
う
ち
、
病
気
や

経
済
的
な
理
由
に
よ
る

も
の
を
除
い
た
も
の
で
、

小
学
校
で
74
人
、
中
学

校
１
５
３
人
で
合
計

２
２
７
人
で
あ
る
。

【
議
員
】

２
２
７
名
は
非
常
に
多

い
と
感
じ
る
が
、
不
登

校
児
童
・
生
徒
に
対
す

る
支
援
体
制
は
で
き
て

い
る
か
。

【
教
育
長
】

家
庭
訪
問
、
ス
ク
ー
ル

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
ス
ク

ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
と
の
面
談
の
ほ
か
、

市
内
４
地
区
に
教
育
支

援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、

自
由
に
来
て
学
習
、
ゲ

ー
ム
、
運
動
を
し
て
過

ご
し
て
い
る
。

【
議
員
】

民
間
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル

へ
の
支
援
体
制
は
。

【
教
育
長
】

県
の
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル

連
携
推
進
事
業
で
、
年

間
１
０
０
万
円
を
限
度

額
に
補
助
し
て
い
る
。

ま
た
、
経
済
的
に
事
情

が
あ
る
世
帯
に
は
、
１

か
月
当
た
り
１
万
５
，

０
０
０
円
を
限
度
に
、

支
払
う
金
額
の
２
分
の

１
以
内
で
利
用
料
の
補

助
を
行
っ
て
い
る
。

【
議
員
】

市
内
で
も
子
供
た
ち
の

不
登
校
対
策
と
し
て
フ

リ
ー
ス
ク
ー
ル
を
立
ち

上
げ
た
い
と
の
声
が
あ

る
が
、
ど
う
か
。

【
市
長
】

�

不
登
校
対
策
の
必
要
性

は
理
解
し
て
お
り
、
民

間
で
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル

を
運
営
さ
れ
る
場
合
は
、

市
と
し
て
も
し
っ
か
り

応
援
し
て
い
き
た
い
。

民間のフリースクールを
立ち上げていきたいとの声があるが
児童・生徒全員を救いたい考えもあり、
市としても応援していきたい

■
他
の
質
問
■

▼
地
方
公
務
員
の
副
業

Ｑ

Ａ

真次議員

一般質問　 一人当たり持ち時間は 60 分でした。

三澤議員
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【
議
員
】

�
財
団
法
人
筑
西
市
開
発

公
社
が
解
散
・
清
算
と

な
っ
た
経
緯
は
。

【
企
画
部
長
】

平
成
20
年
12
月
の
公
益

法
人
制
度
改
革
３
法
の

施
行
に
伴
い
、
開
発
公

社
自
体
の
在
り
方
に
つ

い
て
、
市
及
び
理
事
会

等
で
協
議
の
結
果
、
平

成
25
年
11
月
30
日
を
も

っ
て
清
算
結
了
と
な
っ

た
。

【
議
員
】

本
市
で
は
、
県
開
発
公

社
に
依
頼
し
、
工
業
団

地
等
の
造
成
を
行
っ
て

い
る
。
財
政
面
で
は
、

県
の
公
社
に
依
頼
し
た

ほ
う
が
、
市
の
負
担
は

少
な
い
が
、
県
の
意
向

や
順
番
も
あ
り
、
希
望

通
り
に
い
か
な
い
と
い

う
弱
点
も
あ
る
。
本
市

に
は
、
地
理
的
に
競
争

力
が
あ
る
土
地
が
多
く
、

企
業
誘
致
に
適
し
て
い

る
。
ま
た
、
市
内
を
走

る
主
要
道
か
ら
、
工

業
団
地
が
見
え
る
と
い

う
こ
と
は
、
本
市
に
と

っ
て
も
よ
い
シ
テ
ィ
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
な
り
、

有
利
な
場
所
に
市
が
先

行
投
資
を
し
て
土
地
の

造
成
を
進
め
る
こ
と
は
、

経
済
発
展
に
も
つ
な
が

る
と
考
え
る
。
下
妻
市

や
桜
川
市
の
よ
う
に
市

独
自
に
開
発
公
社
を
設

立
で
き
な
い
か
。

【
市
長
】

就
任
以
来
、
県
開
発
公

社
の
協
力
を
得
て
、
９

か
所
の
工
業
団
地
の
造

成
を
行
っ
て
き
た
。
雇

用
創
出
の
た
め
、
工
業

団
地
の
必
要
性
に
つ
い

て
は
認
識
し
て
い
る
が
、

今
の
と
こ
ろ
は
、
県
開

発
公
社
の
協
力
を
得
て

進
め
て
い
く
。

■
他
の
質
問
■

▼
人
口
動
態
・
社
会
動
態
の

　

分
析

▼
ア
ル
テ
リ
オ
の
大
改
修

▼
公
共
施
設
包
括
管
理

【
議
員
】

医
療
的
ケ
ア
児
支
援
法

の
概
要
は
。

【
こ
ど
も
部
長
】

ケ
ア
児
の
健
や
か
な
成

長
を
図
る
と
と
も
に
、

そ
の
ご
家
族
の
離
職
を

防
止
す
る
こ
と
で
、
安

心
し
て
子
供
を
産
み
育

て
る
こ
と
が
で
き
る
社

会
の
実
現
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
と
さ
れ
た

法
律
で
あ
る
。

【
議
員
】

ケ
ア
児
の
対
象
は
。

【
こ
ど
も
部
長
】

日
常
生
活
及
び
社
会
生

活
を
営
む
た
め
に
恒
常

的
に
医
療
的
な
ケ
ア
を

受
け
る
こ
と
が
不
可
欠

で
あ
る
児
童
を
対
象
と

し
て
い
る
。

【
議
員
】

地
域
の
実
情
は
。

【
こ
ど
も
部
長
】

18
歳
以
下
で
12
名
、
そ

の
う
ち
未
就
学
児
で
は

５
名
を
把
握
し
て
い
る
。

【
議
員
】

�

ど
ん
な
支
援
策
が
あ
る

か
。

【
こ
ど
も
部
長
】

障
害
者
等
日
常
生
活
用

具
給
付
事
業
に
よ
る
自

動
痰
吸
引
機
な
ど
の
給

付
事
業
、
障
害
福
祉
サ

ー
ビ
ス
の
利
用
に
よ
る

児
童
発
達
支
援
施
設
へ

の
通
所
利
用
な
ど
の
支

援
を
行
っ
て
い
る
。
ま

た
、
就
学
前
の
医
療
的

ケ
ア
児
を
含
む
重
症
心

身
障
害
児
に
つ
い
て
は
、

関
係
課
に
て
情
報
交
換

を
行
い
児
童
や
家
族
の

情
報
に
つ
い
て
共
有
す

る
よ
う
努
め
て
い
る
。

【
議
員
】

新
年
度
の
取
組
は
。

【
こ
ど
も
部
長
】

設
備
の
改
修
や
整
備
、

ま
た
ケ
ア
児
を
受
け
入

れ
る
た
め
の
看
護
師
等

配
置
給
与
費
を
補
助
す

る
。
併
せ
て
支
援
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
策
定
な
ど

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

■
他
の
質
問
■

▼
市
長
の
政
治
姿
勢

▼
教
育
行
政

Ｑ

Ａ

市開発公社設立の考えは？

工業団地等の造成は、
県開発公社の協力を得て進めていく

Ｑ

Ａ

医療的ケア児に支援を！　

物心両面で支えていく

小島議員

藤澤議員
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【
議
員
】

�

「
命
の
電
話
」
の
問
題
は
、

今
の
本
市
の
政
治
姿
勢

が
現
れ
て
い
る
。
緊
急

通
報
シ
ス
テ
ム
は
、
無

料
か
ら
、
民
間
委
託
に

よ
り
月
３
０
０
円
に

有
料
化
さ
れ
、
利
用

者
４
２
８
件
の
う
ち

１
７
８
件
が
辞
退
と
激

減
。
う
ち
、
生
活
保
護

を
受
け
て
い
る
方
が
12

件
も
い
た
。
市
民
か
ら

「
議
員
や
市
長
は
、
自

分
で
給
料
を
何
万
円
も

上
げ
て
お
き
な
が
ら
、

高
齢
者
か
ら
３
０
０
円

を
取
る
な
ん
て
」
と
い

う
声
が
出
て
い
る
。
市

長
の
考
え
は
。

【
市
長
】　
　

新
た
な
緊
急
通
報
シ
ス

テ
ム
で
は
、
見
守
り
や

健
康
相
談
な
ど
も
あ
わ

せ
て
行
っ
て
い
る
。
１

か
月
３
０
０
円
は
慎
重

に
検
討
し
た
結
果
で
あ

る
。

【
議
員
】

結
城
市
で
は
、
生
活
保

護
の
方
は
無
料
、
所
得

階
層
に
よ
り
月
２
０
０

円
か
ら
４
０
０
円
、
桜

川
市
で
は
全
員
無
料

で
あ
る
。
本
市
で
は

徴
収
額
は
全
部
で
年

89
万
６
千
円
で
、
市
が

負
担
で
き
な
い
額
で
は

な
い
。
国
が
言
う
受
益

者
負
担
を
機
械
的
に
当

て
は
め
る
こ
と
は
い
か

が
な
も
の
か
。
そ
こ
で
、

民
生
委
員
の
協
議
会
や
、

関
係
団
体
に
意
見
を
聞

く
こ
と
を
提
案
し
た
い
。

【
市
長
】

議
員
の
提
案
を
含
め
、

今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

■
他
の
質
問
■

▼
筑
西
市
産
業
振
興
条
例

▼
学
校
図
書
の
利
活
用
と
人

　

材
育
成

▼
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
増

　

車
と
バ
ス
路
線

▼
女
性
の
視
点
に
立
っ
た
行
政

【
議
員
】

こ
れ
ま
で
２
類
相
当
と

し
て
医
療
費
の
公
費
負

担
、
入
院
勧
告
、
就
業

規
制
、
感
染
者
の
全
数

把
握
を
行
っ
て
い
た
が
、

５
類
の
季
節
性
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
と
同
じ
に
引

き
下
げ
る
こ
と
に
つ
い

て
の
見
解
は
。

【
保
健
福
祉
部
長
】

５
類
へ
引
き
下
げ
て
も
、

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
自
体

が
弱
ま
る
わ
け
で
は
な

い
。
引
き
続
き
感
染
防

止
に
努
め
て
い
た
だ
き

た
い
。
ま
た
、
市
民
の

健
康
を
第
一
と
考
え
、

地
元
医
師
会
の
指
導
の

も
と
、
感
染
対
策
を
継

続
し
て
い
く
。

【
議
員
】

簡
易
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
必

要
性
と
、
い
つ
ま
で
行

う
の
か
伺
い
た
い
。

【
保
健
福
祉
部
長
】

コ
ロ
ナ
の
感
染
に
不
安

を
感
じ
る
人
が
い
る
限

り
継
続
し
て
い
き
た
い
。

【
議
員
】

簡
易
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
受

付
を
３
支
所
や
出
張
所

で
行
う
考
え
は
。

【
保
健
福
祉
部
長
】

毎
週
１
０
０
近
い
検
体

を
持
ち
込
む
の
で
、
窓

口
を
分
散
せ
ず
に
現
在

の
方
法
で
対
応
し
て
い

き
た
い
。

【
議
員
】

抗
原
検
査
キ
ッ
ト
を
配

布
し
て
は
ど
う
か
。

【
保
健
福
祉
部
長
】

県
が
抗
原
検
査
キ
ッ
ト

や
食
料
、
生
活
用
品
等

の
備
蓄
を
県
民
に
お
願

い
し
て
い
る
。

【
議
員
】

市
独
自
で
抗
原
検
査
キ

ッ
ト
を
必
要
な
市
民
に

配
布
し
て
は
ど
う
か
。

【
保
健
福
祉
部
長
】

感
染
が
疑
わ
れ
て
か
ら

取
り
に
来
る
と
、
感
染

を
広
げ
る
恐
れ
も
あ
る
。

県
の
よ
う
に
抗
原
検
査

キ
ッ
ト
等
の
備
蓄
を
お

願
い
し
た
い
。

Ｑ

Ａ

新型コロナ２類相当から５類に
引き下げることについての見解は
コロナウイルス自体が弱まるわけではない
引き続き感染防止に努めてまいりたい

Ｑ

Ａ

「緊急通報システム」
有料化より命を大事にする市政に
慎重に検討した結果であるが、
さまざまな意見を聞き考えていきたい

三浦議員

石嶋議員

■
他
の
質
問
■

▼
農
業
問
題

▼
第
２
期
筑
西
市
空
家
等
対

　

策
計
画

▼
相
談
窓
口
の
設
置

緊急通報システム
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【
議
員
】

�

明
野
中
学
校
敷
地
内
の

新
校
舎
や
屋
内
プ
ー
ル
、

明
野
五
葉
学
園
の
建
設

費
の
総
額
は
。

【
教
育
部
長
】

　

63
億
１
，
９
３
２
万
円
。

【
議
員
】

児
童
生
徒
数
は
今
後
も

減
っ
て
く
る
。
対
策
を

し
な
け
れ
ば
、
さ
ら
に

急
加
速
す
る
可
能
性
が

あ
る
。
施
設
を
解
体
す

る
ま
で
に
は
そ
の
２
倍

か
ら
３
倍
の
費
用
が
か

か
っ
て
し
ま
う
。
負
の

遺
産
に
し
な
い
た
め
、

保
護
者
に
選
ん
で
も
ら

う
、
住
ん
で
も
ら
う
施

策
が
必
要
だ
。
魅
力
的

な
教
育
環
境
、
特
色
あ

る
取
組
の
一
つ
と
し
て
、

小
学
１
年
生
か
ら
英
語

検
定
料
を
助
成
で
き
な

い
か
。

【
教
育
部
長
】

�

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む

社
会
で
子
供
た
ち
が
活

躍
で
き
る
よ
う
令
和
５

年
度
の
予
算
案
に
、
中

学
生
を
対
象
に
英
検
の

検
定
料
を
助
成
す
る
予

算
を
計
上
し
た
。
小
学

校
１
、
２
年
生
で
は
英

語
の
歌
や
ダ
ン
ス
な
ど

を
通
じ
て
楽
し
み
な
が

ら
興
味
関
心
を
持
っ
て

も
ら
う
と
こ
ろ
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
て
、
学
習
へ

と
つ
な
げ
て
い
く
こ
と

が
重
要
と
考
え
て
い
る
。

【
議
員
】

境
町
で
は
平
成
30
年
か

ら
検
定
料
の
助
成
を
始

め
、
小
学
６
年
生
の
５

級
取
得
率
は
、
15
％
だ

っ
た
も
の
が
、
４
年
後

に
78
％
と
増
加
し
、
低

学
年
で
も
５
級
を
取
得

で
き
る
児
童
も
出
て
き

て
い
る
。
境
町
の
よ
う

に
小
学
生
の
英
検
受
験

希
望
者
に
検
定
料
の
助

成
が
で
き
な
い
か
。

【
教
育
部
長
】

ま
ず
は
現
行
の
制
度
の

中
で
、
市
内
の
中
学
校

に
通
う
生
徒
を
対
象
に

進
め
て
い
く
。

Ｑ

Ａ

特色ある施策として小学生への
英検受検費助成はできないか？
まずは市内の中学生を対象に
英検受検費の助成を行っていく

■
他
の
質
問
■

▼
筑
西
市
Ｄ
Ｘ
推
進

▼�

経
済
行
政　

ほ
か

【
議
員
】

巨
大
地
震
が
30
年
以
内

に
起
こ
る
確
率
が
70
％

と
言
わ
れ
て
お
り
、
地

域
防
災
組
織
の
設
置
と

と
も
に
、
そ
の
リ
ー
ダ

ー
と
な
る
べ
き
人
的
育

成
が
必
要
と
考
え
る
が
、

本
市
の
取
組
状
況
は
。

【
市
民
環
境
部
長
】

防
災
士
養
成
講
座
の
受

講
料
、
試
験
の
受
講
料

や
登
録
料
に
係
る
費
用

の
補
助
事
業
を
行
う
ほ

か
、
補
助
金
を
交
付
し

た
防
災
士
に
、
研
修
や

情
報
交
換
の
場
を
設
け
、

今
後
市
が
実
施
す
る
防

災
に
関
す
る
施
策
へ
の

積
極
的
な
参
加
協
力
の

要
請
等
を
行
っ
て
い
る
。

【
議
員
】

本
市
の
災
害
物
資
の
備

蓄
状
況
と
保
管
場
所
は
。

【
市
民
環
境
部
長
】

ア
ル
フ
ァ
米
を
約

７
，
５
０
０
食
、
パ
ン

類
を
約
２
，
５
０
０

食
、
飲
料
水
約
１
万
１
，

０
０
０
本
等
を
市
内
各

中
学
校
の
防
災
備
蓄
倉

庫
に
備
蓄
し
て
い
る
。

【
議
員
】

災
害
発
生
時
、
備
蓄
品

の
配
送
、
配
布
の
方
法

は
。

【
市
民
環
境
部
長
】

物
資
運
搬
を
担
当
す
る

職
員
、
災
害
時
応
援
協

定
締
結
先
の
事
業
所
に

依
頼
す
る
な
ど
し
て
、

必
要
に
応
じ
て
搬
送
す

る
体
制
を
整
え
て
い
る
。

【
議
員
】

道
路
等
も
熟
知
し
て
い

る
郵
便
局
を
活
用
で
き

な
い
か
。

【
市
民
環
境
部
長
】

�

多
角
的
な
防
災
体
制
の

構
築
に
向
け
、
必
要
に

応
じ
、
郵
便
局
と
検
討
、

協
議
を
し
、
現
在
の
協

定
内
容
の
変
更
も
視
野

に
入
れ
な
が
ら
、
柔
軟

な
対
応
を
し
て
い
き
た

い
。

■
他
の
質
問
■

▼
市
長
の
政
治
姿
勢

▼
保
健
福
祉
行
政

▼
経
済
土
木
行
政

Ｑ

Ａ

巨大地震に備え、防災士資格の
取得支援及び防災士の養成を！
試験の受講料や登録料に係る
費用の補助を行っている

水柿議員

大嶋議員
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【
議
員
】

�

市
民
が
何
ら
か
で
困
っ

て
、
市
役
所
に
行
っ
た

と
き
、
何
で
も
相
談
課
、

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
体
制
の

サ
ー
ビ
ス
が
必
要
だ
と

考
え
る
。
厚
生
労
働
省

で
議
論
さ
れ
た
内
容
は

把
握
し
て
い
る
の
か
。

【
保
健
福
祉
部
長
】

昨
年
12
月
の
第
24
回
社

会
保
障
審
議
会
「
生
活

困
窮
者
自
立
支
援
及
び

生
活
保
護
部
会
」
に
お

い
て
、
両
制
度
の
一
体

的
な
支
援
や
連
携
強
化
、

重
な
り
合
う
支
援
の
必

要
性
が
議
論
さ
れ
た
こ

と
は
認
識
し
て
い
る
。

【
議
員
】

滋
賀
県
野
洲
市
、
神
奈

川
県
座
間
市
は
、
厚
生

労
働
省
の
指
針
に
基
づ

い
て
実
践
し
て
い
る
。

大
事
な
こ
と
は
、
市
長

の
ト
ッ
プ
と
し
て
の
姿

勢
で
あ
る
。
何
で
も
相

談
窓
口
の
必
要
性
に
つ

い
て
、
市
長
の
認
識
は
。

【
市
長
】

現
在
、
職
員
が
丁
寧
に
、

担
当
課
へ
案
内
す
る
な

ど
対
応
し
て
い
る
。
今

の
方
法
を
継
続
し
て
い

く
。

【
議
員
】

座
間
市
で
は
、
相
談
窓

口
を
中
心
と
し
て
、
市

民
の
た
め
に
各
課
が
連

携
し
て
取
り
組
ん
で
い

る
。
何
で
も
相
談
窓
口

は
、
必
ず
こ
れ
か
ら
進

ん
で
い
く
と
考
え
る
が

ど
う
か
。

【
市
長
】

今
後
の
課
題
と
し
て
考

え
て
い
く
。

■
他
の
質
問
■

▼
高
齢
者
補
聴
器
購
入
費
助

　

成
▼
防
災
行
政
無
線

▼
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
保
護
者

　

負
担
金

Ｑ

Ａ

ワンストップ窓口、何でも相談課
を本市でもぜひ実現を

今後の課題として考えていきたい

【
議
員
】

�

旧
市
民
病
院
跡
地
活

用
検
討
委
員
会
に
お
け

る
検
討
内
容
に
つ
い
て
、

そ
の
後
の
進
捗
状
況
は
。

ま
た
、
隣
接
す
る
市
営

住
宅
と
の
関
連
は
。

【
企
画
部
長
】

�

検
討
を
進
め
る
に
当
た

り
、
旧
市
民
病
院
の
解

体
、
周
辺
道
路
の
渋
滞

を
緩
和
す
る
た
め
の
国

道
50
号
の
４
車
線
化
の

進
捗
を
踏
ま
え
る
必
要

が
あ
る
。
現
在
、
旧
市

民
病
院
の
解
体
は
解
体

工
事
の
設
計
業
務
が
完

了
し
、
解
体
内
容
を
検

討
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

令
和
５
年
度
予
算
案
に

解
体
工
事
費
を
計
上
し
、

令
和
６
年
度
の
完
了
を

目
指
し
て
い
る
。
国
道

50
号
の
４
車
線
化
に
つ

い
て
は
、
国
に
よ
る
用

地
買
収
な
ど
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。

【
土
木
部
長
】

玉
戸
駅
周
辺
地
区
は
、

市
街
化
を
抑
制
す
る
市

街
化
調
整
区
域
と
な
っ

て
お
り
、
農
用
地
区
域

が
含
ま
れ
る
た
め
、
開

発
を
行
う
に
は
除
外
が

必
須
と
な
る
。
ま
た
、

旧
市
民
病
院
跡
地
と
隣

接
す
る
市
営
住
宅
も
含

め
、
跡
地
利
用
に
つ
い

て
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
。

【
議
員
】

玉
戸
駅
を
中
心
と
し
た

周
辺
開
発
に
つ
い
て
、

市
の
取
組
状
況
は
。

【
土
木
部
長
】

市
街
化
区
域
内
の
未
利

用
地
の
状
況
や
需
要
予

測
に
よ
り
、
市
街
化
区

域
の
必
要
規
模
を
明
確

に
す
る
必
要
が
あ
り
、

整
備
に
つ
い
て
は
、
農

用
地
区
域
の
除
外
も
必

須
と
な
る
た
め
、
長
期

的
な
視
点
で
の
検
討
が

必
要
と
な
る
。

■
他
の
質
問
■

▼�

水
戸
線
・
常
総
線
の
利
便

性
向
上

▼�

人
口
減
少
問
題

Ｑ

Ａ

玉戸駅周辺の開発について、
市の取組状況は？
農用地区域の除外も含め、
長期的な視点での検討が必要

箱守議員

國府田議員
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【
議
員
】

�

デ
ジ
タ
ル
庁
は
、
自
治

体
Ｄ
Ｘ
の
一
環
と
し
て

行
政
業
務
の
効
率
化
を

図
る
た
め
、
自
治
体
の

窓
口
で
申
請
書
類
を
書

か
ず
に
簡
単
に
手
続
き

が
で
き
る
「
書
か
な
い

窓
口
」
を
推
進
す
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て

い
る
。
北
海
道
北
見
市

で
は
、
２
０
１
６
年
か

ら
窓
口
で
身
分
証
明
書

を
提
示
す
れ
ば
、
職
員

が
必
要
な
情
報
を
聞
き

取
り
、
パ
ソ
コ
ン
に
入

力
し
、
印
刷
し
た
書
類

に
署
名
す
る
と
い
う
デ

ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し

た
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
行

い
、
来
庁
者
か
ら
好
評

を
得
る
と
共
に
、
住
民

の
負
担
軽
減
や
コ
ロ
ナ

禍
の
中
、
窓
口
へ
の
滞

在
時
間
も
減
り
、
感
染

リ
ス
ク
の
低
減
に
効
果

を
発
揮
し
て
い
る
。
本

市
の
書
か
な
い
窓
口
へ

の
取
組
は
。

【
総
務
部
長
】

現
在
、
住
民
票
や
印
鑑

証
明
、
税
証
明
の
申

請
・
発
行
に
係
る
「
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
専

用
証
明
書
申
請
か
ん
た

ん
窓
口
」
や
、
家
族
な

ど
が
亡
く
な
っ
た
後
の

手
続
き
に
係
る
「
お
く

や
み
手
続
支
援
窓
口
」

を
開
設
し
て
い
る
。

【
議
員
】

先
進
事
例
を
参
考
に
、

す
べ
て
の
窓
口
に
お
い

て
「
書
か
な
い
窓
口
」

の
体
制
づ
く
り
が
で
き

な
い
か
。

【
総
務
部
長
】

「
書
か
な
い
窓
口
」
を

導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、

手
続
に
係
る
利
用
者
の

負
担
軽
減
、
市
の
業
務

の
効
率
化
に
つ
な
が
る

た
め
、
先
進
事
例
を
参

考
に
効
果
や
課
題
等
を

調
査
・
研
究
し
て
い
く
。

Ｑ

Ａ

「書かない窓口」の体制づくりは？

先進事例を参考に
効果や課題等を調査・研究していく

■
他
の
質
問
■

▼�

産
後
ケ
ア
事
業

【
議
員
】

体
育
館
の
床
の
ワ
ッ
ク

ス
が
け
、
水
拭
き
に
つ

い
て
文
部
科
学
省
か
ら

通
達
が
あ
っ
た
と
い
う

が
、
ど
の
よ
う
な
内
容

か
。

【
教
育
部
長
】

体
育
館
の
床
材
の
剥
離

に
よ
る
負
傷
事
故
が
全

国
的
に
多
い
た
め
、
原

因
を
消
費
者
安
全
調
査

委
員
会
で
調
査
を
行
っ

た
。
そ
の
結
果
、
ワ
ッ

ク
ス
が
け
、
ま
た
は
水

拭
き
と
い
っ
た
も
の
が

床
材
に
過
剰
な
水
分
を

与
え
て
し
ま
い
、
剥
離

等
に
影
響
し
て
し
ま
う

た
め
、
ワ
ッ
ク
ス
が
け

等
は
自
ら
行
わ
な
い
よ

う
に
と
の
通
達
が
あ
っ

た
。

【
議
員
】

使
用
し
て
い
る
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
か
ら
、
自
分

た
ち
で
で
き
な
い
の
で

困
っ
た
と
い
う
声
を
聞

く
。
学
校
等
に
相
談
し

た
と
こ
ろ
、
そ
う
い
っ

た
修
繕
は
経
年
劣
化
、

長
寿
命
化
、
大
改
修
と

一
緒
に
行
う
と
の
回
答

だ
っ
た
と
聞
く
。
小
規

模
な
も
の
で
あ
れ
ば
、

少
額
の
予
算
で
対
応
可

能
と
思
わ
れ
る
。
大
規

模
修
繕
を
待
た
ず
に
早

め
早
め
に
手
当
を
し
て

い
く
と
い
っ
た
考
え
は

ど
う
か
。

【
教
育
部
長
】

�

体
育
館
の
床
材
に
つ

い
て
は
剥
離
等
、
危
険

性
が
高
い
部
分
も
あ
る
。

突
発
的
な
木
材
の
一
部

剥
離
等
と
い
っ
た
修
繕

が
発
生
し
た
場
合
に
は
、

大
規
模
修
繕
を
待
た
ず

に
、
そ
の
都
度
対
応
・

改
修
を
進
め
て
、
子
供

た
ち
の
体
育
活
動
の
安

全
性
を
十
分
担
保
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

■
他
の
質
問
■

▼
市
長
の
政
治
姿
勢　

ほ
か

Ｑ

Ａ

小学校体育館は大規模修繕を
待たずに、早めの手当を！
突発的な木材の一部剥離などが発生した場合には、
その都度対応を行っていく

田中議員

尾木議員
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【
議
員
】

本
市
の
路
線
バ
ス
は
、

下
館
北
地
区
や
協
和
地

区
な
ど
、
運
行
し
て
い

な
い
地
域
が
あ
る
。
桜

川
市
の
市
内
巡
回
ワ
ゴ

ン
「
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
Ｇ
Ｏ

ミ
ニ
」
な
ど
、
他
市
の

取
組
に
つ
い
て
把
握
は

し
て
い
る
か
。

【
土
木
部
長
】

近
隣
自
治
体
の
公
共
交

通
に
つ
い
て
は
、
桜
川

市
を
含
む
近
隣
７
市
で

構
成
さ
れ
た
「
公
共
交

通
網
の
広
域
連
携
を
図

る
検
討
会
議
」
に
て
協

議
を
図
っ
て
い
る
。
ま

た
、
本
市
の
交
通
施
策

を
展
開
す
る
「
筑
西
市

地
域
公
共
交
通
会
議
」

で
は
、
広
域
連
携
バ
ス

の
連
携
市
で
あ
る
、
つ

く
ば
市
や
下
妻
市
に
オ

ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参

加
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

【
議
員
】

10
人
乗
り
程
度
の
ワ
ゴ

ン
車
で
、
自
治
会
を
経

由
し
、
例
え
ば
新
治
駅

を
拠
点
と
し
て
回
る
よ

う
な
「
自
治
会
バ
ス
」

を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

【
土
木
部
長
】

本
市
は
、
広
大
な
可
住

地
面
積
が
あ
り
、
市
街

地
が
分
散
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
路
線
バ
ス
は

多
く
の
方
の
利
用
が
見

込
め
る
場
所
に
整
備
し
、

自
宅
か
ら
目
的
地
と

い
っ
た
バ
ス
で
は
難
し

い
と
こ
ろ
を
デ
マ
ン
ド

交
通
「
の
り
愛
く
ん
」

に
て
対
応
し
て
い
る
。

「
自
治
会
バ
ス
」
な
ど

の
ご
意
見
は
、
近
隣
市

町
村
の
成
果
等
を
参
考

に
、
本
市
に
合
っ
た
施

策
を
筑
西
市
地
域
公
共

交
通
会
議
に
て
協
議
し

て
い
く
。

■
他
の
質
問
■

▼
空
き
家
対
策

▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

　

染
症
対
策

▼
教
育
行
政

Ｑ

Ａ

交通弱者対策として、
自治会バスの検討を！
近隣市町村を参考に、本市に合った施策を
協議していきたい

【
議
員
】

南
北
一
体
化
の
商
店
街

に
つ
い
て
市
の
考
え
は
。

【
市
長
】

南
北
の
一
体
は
、
ま

ち
・
商
店
街
の
活
性
化

の
た
め
に
非
常
に
良
い

と
考
え
る
が
、
現
実
に

は
困
難
が
伴
う
。

【
議
員
】

栃
木
市
で
は
線
路
を
上

げ
、
下
を
車
が
通
れ
る

よ
う
に
し
た
。
結
城
市

は
橋
上
化
で
、
線
路
、

踏
切
は
そ
の
ま
ま
と
い

う
方
法
を
と
っ
た
。
本

市
に
お
い
て
一
番
現
実

的
な
方
法
と
し
て
、
村

田
街
道
踏
切
を
広
げ
相

互
交
通
可
能
と
す
る
方

法
が
考
え
ら
れ
る
が
、

相
互
交
通
は
な
ぜ
で
き

な
い
の
か
。

【
土
木
部
長
】

村
田
街
道
踏
切
は
下
館

駅
の
東
側
に
位
置
し
、

駅
の
南
北
を
結
ぶ
踏
切

で
、
現
況
幅
員
４
メ
ー

ト
ル
の
一
方
通
行
と
な

っ
て
い
る
。
相
互
通
行

の
問
題
点
は
、
幅
員
が

４
メ
ー
ト
ル
し
か
な
く
、

接
触
事
故
等
安
全
面
な

ど
も
考
慮
す
る
と
、
踏

切
上
を
車
両
が
擦
れ
違

う
こ
と
は
大
変
危
険
で

あ
る
こ
と
。
ま
た
、
平

成
28
年
度
に
Ｊ
Ｒ
水
戸

支
社
と
踏
切
拡
幅
に
つ

い
て
協
議
を
行
っ
た
が
、

踏
切
幅
を
10
メ
ー
ト
ル

に
す
る
案
、
踏
切
の
進

入
角
を
90
度
に
訂
正
す

る
案
、
踏
切
前
の
停
車

台
数
を
確
保
し
た
案
な

ど
に
つ
い
て
協
議
、
検

討
し
た
と
こ
ろ
、
Ｊ
Ｒ

水
戸
支
社
か
ら
踏
切
内

に
レ
ー
ル
の
分
岐
点
が

あ
り
、
拡
幅
困
難
と
の

回
答
が
あ
っ
た
。

■
他
の
質
問
■

▼�

経
済
行
政

Ｑ

Ａ

駅南北の一体化で街の活性化を！

一本化したほうがいいと考えているが、
方法が問題

稲川議員

増渕議員

村田街道踏切
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【
議
員
】

下
館
北
中
学
校
の
跡
地

利
用
の
方
向
性
は
。

【
教
育
部
長
】

�

学
校
跡
地
利
活
用
検
討

委
員
会
を
設
置
し
、
学

校
跡
地
の
利
活
用
の
基

本
方
針
、
閉
校
施
設
の

利
活
用
に
つ
い
て
取
り

ま
と
め
、
地
域
住
民
へ

説
明
を
行
っ
た
。
ま
た
、

年
度
内
に
は
学
校
跡
地

利
活
用
計
画
を
策
定
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

【
議
員
】

サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
市

場
調
査
で
は
、
ど
の
よ

う
な
提
案
が
あ
っ
た
の

か
。

【
教
育
部
長
】

�

申
込
み
の
あ
っ
た
５
者

の
う
ち
、
学
校
跡
地
の

利
活
用
に
実
績
の
あ
る

２
者
の
提
案
と
し
て
は
、

キ
ク
ラ
ゲ
栽
培
型
の
障

害
者
雇
用
支
援
モ
デ
ル
、

ま
た
、
子
育
て
世
帯
に

向
け
た
賃
貸
住
宅
の
整

備
、
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス

ペ
ー
ス
と
し
て
の
活
用
、

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
や
福

祉
施
設
等
の
提
案
が
あ

っ
た
。

【
議
員
】

「
老
若
男
女
、
お
年
寄

り
か
ら
お
子
様
ま
で
遊

べ
る
、
学
べ
る
、
く
つ

ろ
げ
る
」
こ
の
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
を
合
い
言

葉
に
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
場
と
し
て
活

用
で
き
な
い
か
。

【
教
育
部
長
】

市
と
し
て
は
、
事
業
提

案
型
の
一
般
公
募
に
よ

り
、
公
共
的
・
公
益
的

団
体
ま
た
は
民
間
事
業

者
等
に
よ
る
利
活
用
を

基
本
と
し
、
利
活
用
計

画
の
策
定
後
は
、
公
募

条
件
等
を
整
理
し
た
う

え
で
、
一
般
公
募
に
よ

る
事
業
提
案
を
受
付
け
、

そ
の
中
で
、
提
案
い
た

だ
い
た
よ
う
な
事
業
提

案
が
な
さ
れ
た
場
合
に

は
、
十
分
検
討
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
。

■
他
の
質
問
■

▼
高
齢
者
支
援

▼
子
育
て
支
援

▼
鳥
獣
被
害　

ほ
か

Ｑ

Ａ

下館北中学校
跡地利用の方向性は？
利活用の基本方針、利活用の方向性を取りまとめ、
年度内には学校跡地利活用計画を策定したい

秋山議員

【
議
員
】

�

平
成
18
年
、
19
年
に

広
沢
グ
ル
ー
プ
か
ら

２
億
円
の
寄
附
が
あ

っ
た
。
そ
れ
と
同
時
に

５
０
０
万
円
ず
つ
３
人

の
方
か
ら
寄
附
が
あ
り
、

利
子
を
含
め
２
億
１
，

８
８
０
万
円
と
い
う
資

金
が
で
き
た
と
こ
ろ
に
、

２
月
13
日
に
廣
澤
精
機

製
作
所
か
ら
１
億
円
の

寄
附
が
あ
っ
た
。
茨
城

県
西
部
メ
デ
ィ
カ
ル
セ

ン
タ
ー
の
健
診
セ
ン
タ

ー
の
整
備
に
は
、
約

７
億
６
，
０
０
０
万
円

掛
か
る
と
言
わ
れ
て
お

り
、
そ
の
２
分
の
１
に

近
い
寄
附
に
対
し
て
、

感
謝
の
気
持
ち
を
市
は

ど
の
よ
う
な
形
で
表
す

の
か
。

【
保
健
福
祉
部
長
】

寄
附
を
い
た
だ
い
た
広

沢
グ
ル
ー
プ
や
市
民
の

方
の
意
向
に
よ
り
、
健

診
セ
ン
タ
ー
整
備
に
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
く
中

で
、
健
診
セ
ン
タ
ー
の

愛
称
を
寄
附
者
に
ち
な

ん
だ
も
の
に
す
る
こ
と

を
考
え
て
い
る
。
具
体

的
な
愛
称
等
は
、
関
係

者
と
協
議
の
上
で
決
定

し
た
い
。

【
議
員
】

�

例
え
ば
、
広
沢
健
診
セ

ン
タ
ー
の
後
ろ
に
３
人

の
個
人
の
文
字
、
頭
文

字
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト

を
加
え
た
名
称
が
い
い

の
で
は
な
い
か
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

【
市
長
】

�

市
民
を
疾
病
か
ら
守
り
、

ま
た
、
健
康
を
守
る
た

め
に
、
健
診
セ
ン
タ
ー

を
造
っ
て
も
ら
い
た
い

と
い
う
廣
澤
精
機
製
作

所
の
前
会
長
の
遺
志
を

は
じ
め
、
寄
附
い
た
だ

い
た
方
々
の
意
見
を
踏

ま
え
、
名
称
、
愛
称
そ

の
他
に
つ
い
て
、
市
と

し
て
も
し
っ
か
り
と
考

え
て
い
き
た
い
。

Ｑ

Ａ

健診センター整備の半分近い寄附に
対して、感謝の気持ちが必要では？

健診センターの愛称を
寄附者にちなんだものにすることを考えている

■
他
の
質
問
■

▼
地
域
資
源
の
有
効
活
用　

▼
圃
場
整
備
事
業

▼
生
活
道
路
の
補
修
（
修
　

　
繕
）
要
望

赤城議員

16筑西市議会だより № 77 R5.5.10

一般質問　市政全般に関する一般質問は５日間、 18 人の議員が質問をしました。



｢

筑
西
市
議
会
の
個
人
情
報
の
保

護
に
関
す
る
条
例｣

を
制
定
し
ま

し
た

　

改
正
後
の
「
個
人
情
報
の
保

護
に
関
す
る
法
律
」
の
規
定
が
、

地
方
議
会
は
同
法
の
適
用
対
象

外
と
さ
れ
ま
し
た
。
本
市
議
会

で
は
、
市
議
会
に
お
け
る
個
人

情
報
の
取
扱
い
に
関
す
る
規
律

を
定
め
る
た
め
、「
筑
西
市
議

会
の
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す

る
条
例
」
が
、
議
員
提
出
議
案

と
し
て
提
出
さ
れ
、
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

　
令
和
４
年
10
月
に
導
入
し
た

タ
ブ
レ
ッ
ト
に
つ
い
て
、
今
後
、

積
極
的
な
活
用
が
必
要
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活

用
す
る
た
め
に
必
要
な
条
例
等

を
改
正
す
る
た
め
、「
筑
西
市

議
会
基
本
条
例
」
及
び
「
筑
西

市
議
会
委
員
会
条
例
」
の
一
部

改
正
案
が
議
員
提
出
議
案
と
し

て
提
出
さ
れ
、
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

「
筑
西
市
議
会
基
本
条
例｣

及
び

「
筑
西
市
議
会
委
員
会
条
例｣

を

一
部
改
正
し
ま
し
た

【
議
員
】

公
共
交
通
の
バ
ス
の
利

用
者
が
少
な
す
ぎ
る
と

い
う
非
難
が
多
い
。
高

齢
者
が
バ
ス
停
ま
で
は

歩
け
な
い
、
デ
マ
ン
ド

タ
ク
シ
ー
も
高
齢
者
に

は
利
用
し
づ
ら
い
。
高

齢
の
交
通
弱
者
の
た
め

に
、
シ
ル
バ
ー
タ
ク
シ

ー
助
成
金
の
復
活
は
必

要
だ
。
運
行
中
の
地
域

内
運
行
バ
ス
等
の
実
証

実
験
の
検
証
結
果
を
参

考
に
無
駄
を
省
き
、
削

減
さ
れ
た
費
用
を
シ
ル

バ
ー
タ
ク
シ
ー
助
成
金

の
復
活
に
充
て
ら
れ
な

い
か
。

【
保
健
福
祉
部
長
】

旧
下
館
市
で
行
っ
て
い

た
シ
ル
バ
ー
タ
ク
シ
ー

助
成
事
業
は
、
合
併
後
、

筑
西
市
全
域
に
区
域
を

拡
大
し
行
っ
て
い
た
が
、

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の

導
入
と
同
時
に
廃
止
と

な
っ
た
。
現
在
、
交
通

弱
者
に
対
す
る
市
の
取

組
と
し
て
デ
マ
ン
ド
タ

ク
シ
ー
や
地
域
内
運
行

バ
ス
等
を
運
行
し
て
い

る
。
実
証
実
験
等
の
結

果
、
公
共
交
通
マ
ッ
プ

の
作
成
等
に
よ
り
、
公

共
交
通
機
関
の
利
用
意

識
の
啓
発
に
務
め
、
利

用
促
進
を
図
っ
て
い

く
。
現
在
の
公
共
交
通

が
利
用
し
づ
ら
く
、
困

っ
て
い
る
高
齢
者
の
日

常
生
活
の
利
便
性
向
上

の
た
め
、
シ
ル
バ
ー
タ

ク
シ
ー
助
成
に
つ
い
て

は
、
関
係
部
局
等
と
検

証
、
協
議
を
実
施
し
て

い
く
。

【
議
員
】

シ
ル
バ
ー
タ
ク
シ
ー
助

成
金
復
活
に
対
す
る
市

長
の
考
え
は
。

【
市
長
】

高
齢
者
、
障
害
者
の
方

を
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
方

法
を
し
っ
か
り
と
考
え

て
い
く
。

■
他
の
質
問
■

▼�

多
目
的
運
動
場

Ｑ

Ａ

高齢の交通弱者のためにシル
バータクシー助成金の復活を！

関係部局等と検証、協議を実施していく

榎戸議員

人

事

紹

介

副
市
長
の
選
任
に
同
意

　

筑
西
市
副
市
長
と
し
て
、

地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ
り
、

次
の
方
の
選
任
に
同
意
し
ま

し
た
。

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

に
同
意

人
権
擁
護
委
員
法
の
規
定
に

よ
り
、
議
会
の
意
見
を
求
め

ら
れ
、
次
の
方
の
選
任
に
同

意
し
ま
し
た
。

中な
か

野の　
治じ

郎ろ
う

【
再
任
】（
藤
ケ
谷
）

杉す
ぎ

山や
ま　

昭あ
き

子こ
【
再
任
】（
子
思
儀
）

鈴す
ず
木き　
克か

つ
典の

り
【
新
任
】（
海
老
江
）

菊
きく
　池

ち
　雅

まさ
　裕

ひろ

　【再任】　（布川）
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　検証の方法は、原則、条文ごとに「取組内容」、「問題点」、「改善策」について検討を行い、「評価」

は、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄの４段階としました。

　筑西市議会基本条例（以下「条例」という。）は、平成２７年２月２５日の本会議において可決、成立し、

平成２７年４月１日から施行されました。

　条例では、「議会は二元代表制の一翼を担い、市の意思決定を行う議事機関として、市民の意思を

市政に反映させるため、公正かつ公平な議論を尽くし、真の地方自治の実現を目指す」ことを基本理

念に掲げ、「議会が市民の負託に応え、もって市政の発展及び市民の福祉向上に資する」ことを目的

としております。

　また、条例第２７条第１項では、「議会は、議員の任期ごと及び当該議員の任期中に必要と認める

ときは、この条例による議会運営の状況を検証しなければならない。」と規定しており、平成３０年

度に本条例施行後、初めての検証を行い、このたび、議会運営委員会において、議会運営についての

二度目の検証を行いましたので、ここにその結果を報告いたします。

（２）評価の高かった取り組み（抜粋）

趣　　旨 条　　項 取　組　内　容　 評価

危 機 管 理 第７条
①取組内容　「筑西市議会における災害発生時の対応要領」及び
「筑西市議会における災害発生時の議員行動マニュアル」を作成し、
災害時にすぐ対応できるよう議員間での共有を図った。

Ａ

会 議 の 公 開 第８条

①取組内容　本会議はケーブルテレビ放映、インターネット録画
配信を実施。委員会は傍聴による公開。本会議、常任委員会会議
録を議会ホームページに公開。また、スマートフォンによる録画
配信にも対応した。

Ａ

市 長 提 出 議 案
等 に 対 す る
資 料 提 出 等

第１３条
①取組内容　施策の背景と詳細説明を受けるため、全員協議会を
頻繁に開催。必要に応じ現場見学等を実施。常任委員会協議会を
活用し問題点を整理し、執行部に追加資料の提出を要請した。

Ａ

政 務 活 動 費 第２４条

①取組内容　条例、規則、使途基準（運用指針）に従い、議員各
自、適正に政務活動費を活用している。平成29年度分から議会
ホームページに収支報告書や領収書を公開しており、現在も継続
して公開している。

Ａ

（１）評価の結果集計（全３５項目）
A　概ねできている　　　（達成率８割以上）  ２３項目

B　ある程度できている  （達成率５割程度）    ４項目

C　あまりできていない　（達成率３割以下）    １項目

D　全くできていない  　（取組なし）        該当無し

評価対象外、検証対象外                     ７項目 （目的、基本理念など）

 （※条文ごとの検証結果詳細は、筑西市議会ホームページに掲載しております。）

検証結果の概要

議会基本条例に基づき議会運営を検証しました
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検証を終えて

　このたびの検証作業では、議会のこれまでの取り組みについて、各委員から活発な意見が交

わされました。これは、議会基本条例の認識を深め、議会運営の課題を把握するために、とて

も有意義な協議となりました。

　また、二元代表制の一翼を担う議会として、行政監視機能に加え、政策立案機能の強化に取

り組むことの重要性について具体的な協議ができたことは、今後につながる大きな前進であり

ました。

　議会基本条例は議会における最高規範であり、さらに市民の負託に応えられる議会となれる

よう、今回の検証で得た課題を全議員が共有し、できるところから改善に取り組み、次期任期

となる改選後の議会へ引き継いでまいります。

　　　　　　筑西市議会　

（３）今後の課題とした取り組み（抜粋）

趣　　旨 条　　項 ①取 組 内 容　②問 題 点　③改 善 策 評価

議会報告会 第１２条

①取組内容　　今期はコロナ禍により令和元年度のみ開催。
　　　　　　　令和元年度１回（４地区）　　計１１参加
②問題点　　　市民の開催要望との乖離。
③改善策　　　市民の要望の把握と検証。

Ⅽ

政 策 提 言 第１６条

①取組内容　　常任委員会協議会を開催し、資料請求や各委員会
　　　　　　　でテーマを決め、調査検討を行った。
②問題点　　　委員会ごとに設定したテーマに基づく政策提言を
　　　　　　　行っていない。
③改善策　　　政策提言の検討を進める。

Ｂ

議員間討議 第１９条

①取組内容　　委員会での議員間討議はあったが、本会議での議
　　　　　　　員間討議が進まない。
②問題点　　　議員間討議が浸透しない。
③改善策　　　委員会ならびに本会議における議員間討議の進め
　　　　　　　方について調査研究し、手順を確立する。

Ｂ

 委員長　　赤城　正德
 副委員長　堀江　健一

 委員　　　田中　隆徳　　 小島　信一
                   真次　洋行        三浦　　譲
                   秋山　恵一        榎戸 甲子夫
           　

議会運営委員会
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注） 日程は変更となる可能性がございます。
　　 正式な日程は決まり次第、 ホームページで

　　お知らせいたします。

筑西市議会だより No.68

日 月 火 水 木 金 土
6/4 5 6 7 8 9 10

開会
議案説明

休会 一般質問 休会

11 12 13 14 15 16 17

休会 一般質問 一般質問 一般質問 一般質問 議案質疑 休会

18 19 20 21 22 23 24

休会
総務企画
委員会

福祉文教
委員会

経済土木
委員会

議会運営
委員会

討論・採決
閉会

２月
　 9日　下妻地方広域事務組合議会全員協議会
　　　　下妻地方広域事務組合議会第１回定例会
　　　　筑西広域市町村圏事務組合議会第１回
　　　　定例会

　14日　予算内示会

　15日　茨城県市議会議長会第２回議員研修会

　17日　議会運営委員会

　22日～３月17日
　　　　第１回筑西市議会定例会
　
３月
　２日　議会運営委員会

　３日　議会ＩＣＴ化推進特別委員会

　６日　第３回全員協議会
　
　16日　議会運営委員会

　17日　広報委員会

４月
　11日　広報委員会

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ ： https://www.city.chikusei.lg.jp/page/dir000051.html

①〜③までのクイズの答え・住所・氏名を記載のうえ、ハ

ガキでご応募ください。議会だよりを読んだ感想や、議会

へのご意見もお書き添えください。正解者の中から、抽選

で５名の方へプレゼントをお送りいたします。

（当選者の発表は発送をもって代えさせていただきます。）

≪あて先≫〒 308-8616 筑西市丙 360

                      筑西市議会事務局　宛

≪しめきり≫　6月 9日（金）（当日消印有効）

※個人情報は商品の発送と読者層の調査のために使用します。
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議会クイズ
正解者の中から抽選で５名様に、あけの元気館ペア入場券を

プレゼントいたします。（市内在住・在勤・在学者のみ）

●議会の放映は、 市役所本庁舎１階 憩の広場と６階 
議場前ホールでご覧になれます。

●ケーブルテレビ放映、 インターネット配信もあわせ
てご覧ください。

後

記

編

集

事
業
の
調
査
・
研
究
の
た
め
、

次
の
議
会
が
来
訪
さ
れ
ま
し

た
。

行政視察来市

○
令
和
5
年
2
月
8
日

　
阿
見
町
議
会
（
6
名
）

　
目
的
：
指
定
管
理
者
制
度
の
取

　
　
　
　
組
に
つ
い
て

　「
目
に
青
葉
　
山
ほ
と
と
ぎ
す
　
初
鰹
」

　
こ
の
号
が
発
行
さ
れ
る
頃
は
、
ま
さ
に
初
夏
の

雰
囲
気
が
漂
う
頃
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
四
年
に
一
度
の
市
議
会
議
員
選
挙
も
終
わ
り
、

激
戦
を
勝
ち
抜
き
、
二
元
代
表
制
の
一
翼
を
担
う

新
た
な
議
会
構
成
で
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
選
挙
は
政
治
を
す
る
た
め
の
手
段
で

あ
っ
て
、
目
的
で
は
な
く
、
当
選
後
の
議
員
と
し

て
の
活
動
が
大
切
で
あ
り
、
市
政
の
発
展
と
市
民

の
福
祉
の
向
上
に
資
す
る
こ
と
、
更
に
、
議
決
機

関
の
一
員
と
し
て
公
正
か
つ
公
平
な
議
論
を
尽
く

し
、
真
の
地
方
自
治
の
実
現
を
目
指
さ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
か
ら
の
四
年
間
、
市
民
の
声
を
市
政
に
反

映
し
、
市
民
の
負
託
に
応
え
ら
れ
る
開
か
れ
た
議

会
と
な
る
よ
う
、
努
力
ま
い
進
す
る
所
存
で
あ
り

ま
す
。

　「
議
会
だ
よ
り
」
も
、
市
民
の
皆
様
に
真
実
を
伝

え
、
手
に
と
っ
て
読
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
読

み
や
す
い
紙
面
づ
く
り
を
心
掛
け
、
広
報
委
員
一

同
努
力
研
鑽
を
続
け
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
仁
平
　
正
巳
）

令和 5 年 5 月 1 日現在、筑西

市の人口は何人？

筑西市議会議場は市役所の何

階にあるでしょう？

予算特別委員会の委員の人数

は？

【 議会クイズ第７6 号の答え】 ① 19 人　② 3 人　③ ２月 22 日

市広報紙・ＨＰにもヒントがあるよ♪
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樹
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島　

信　

一

津　

田　
　
　

修

真　

次　

洋　

行

仁　

平　

正　

巳

次の定例会（第２回定例会） は

に開会の予定です

令和５年６月７日

議 会 日 誌


